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(57)【要約】
【課題】基材適性および密着性に優れ、かつ再はく離性にも優れるシリコーン樹脂組成物
および粘着フィルムを提供する。
【解決手段】シラノールで末端が停止したポリジオルガノシロキサンをメチルトリメトキ
シシランなどの末端キャッピング剤と反応させることにより合成したアルコール脱離型シ
リコーン樹脂、硬化触媒、多官能（メタ）アクリレート、重合開始剤を含有することを特
徴とするシリコーン樹脂組成物、およびこれを塗布した粘着フィルム。
【選択図】なし



(2) JP 2010-77286 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルコール脱離型シリコーン樹脂、硬化触媒、多官能（メタ）アクリレート、重合開始
剤を含有することを特徴とするシリコーン樹脂組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の硬化性樹脂組成物が塗布されていることを特徴とする粘着フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は基材適性および密着性に優れ、かつ再はく離性にも優れるシリコーン樹脂組成
物および粘着フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどの薄型表示装置の実用化、低コス
ト化、高機能化などによって、これらの表示装置はテレビやコンピューターのディスプレ
イといった据置き型の機器だけでなく、携帯電話、携帯情報端末、携帯音楽プレーヤー、
携帯ゲーム機、デジタルカメラ、デジタルビデオなどの携帯機器にも採用されるようにな
っている。こうした表示装置の表面には、傷付き防止、汚れ防止、帯電防止、防眩、反射
防止などを目的とした機能性フィルムが用いられている。また、看板や広告用として、施
工や取替えが容易な再はく離性ディスプレイフィルムが使用されている。
【０００３】
　従来、このようなフィルムの粘着剤としてアクリル系樹脂、ウレタン系樹脂、シリコー
ン系樹脂などが用いられてきたが、アクリル系樹脂やウレタン系樹脂は貼り付け時に巻き
込まれた泡が抜けにくいという問題があった。機能性フィルムはアフターマーケットで消
費者が購入して自ら貼り付けを行うことも多く、貼り付け面とフィルムとの間に気泡が入
ってしまった場合、泡抜け性が悪いと何度も剥がして貼り直す必要があるため好ましくな
く、粘着層と基材フィルムとの密着性に劣るフィルムは、貼り付けと剥離を繰り返すこと
で貼付け面に粘着層が残ってしまうなど、再はく離性に問題のあるケースがあった。
【０００４】
　シリコーン系樹脂としては付加反応型および過酸化物硬化型が用いられているが（例え
ば特許文献１、２）、付加反応型は反応時に水、イオウ、チッソ化合物、有機金属塩など
が存在すると硬化阻害が生じるおそれがあるため、これらを含有する基材や雰囲気下では
使用できなかった。また、過酸化物硬化型は概ね１５０℃以上の高温条件でなければ硬化
しないため、プラスチックフィルムのような耐熱性の低い基材には使用できなかった。
【特許文献１】特開２００８－１５６４９６号公報
【特許文献２】特開２００８－１７９７４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は基材適性および密着性に優れ、かつ再はく離性にも優れるシリコーン樹
脂組成物および粘着フィルムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らが鋭意検討を行った結果、硬化触媒を含有するアルコール脱離型シリコーン
樹脂において、さらに多官能（メタ）アクリレート、重合開始剤を配合することによって
前記課題を解決できることを見出した。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明からなるシリコーン樹脂組成物はアルコール脱離型シリコーン樹脂を主成分とす
るため、特定の基材に対する硬化阻害や高温条件にする必要がなく、幅広い基材に対して
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使用できる。また、密着性と再はく離性を両立できているため、再はく離型粘着剤として
有用である。さらに、本発明のシリコーン樹脂組成物を塗布したフィルムは優れた再はく
離型粘着フィルムとなるため、目的に応じた加工を行うことにより傷付き防止、汚れ防止
、帯電防止、防眩、反射防止などを目的とした表示装置用機能性粘着フィルムとして有用
である。また、看板や広告として用いられる再はく離性ディスプレイ粘着フィルムとして
も有用である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明に用いるアルコール脱離型シリコーン樹脂は、ポリシロキサン構造を骨格として
末端にアルコキシシリル基を有し、縮合反応により硬化可能な樹脂である。アルコール脱
離型シリコーン樹脂は市販品を用いても良いし、例えば特開平１－１１３４２９号公報に
開示されるように、シラノールで末端が停止したポリジオルガノシロキサン（シリコーン
ジオール）をメチルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、エチルトリメトキ
シシラン、テトラエトキシシランなどの末端キャッピング剤と反応させることにより合成
してもよい。
【０００９】
　硬化触媒はアルコール脱離型シリコーン樹脂の縮合反応を促進するため添加される。具
体的には、有機錫、無機錫、チタン触媒、ビスマス触媒、金属錯体、白金触媒、塩基性物
質及び有機燐酸化物等が使用できる。有機錫の具体例としては、ジブチル錫ジラウリレー
ト、ジオクチル錫ジマレート、ジブチル錫フタレート、オクチル酸第一錫、ジブチル錫ジ
アセテート等が挙げられる。金属錯体としては、テトラブチルチタネート、テトライソプ
ロピルチタネート、トリエタノールアミンチタネート等のチタネート化合物類、オクチル
酸鉛、ナフテン酸鉛、ナフテン酸ニッケル、ナフテン酸コバルト等のカルボン酸金属塩、
アルミニウムアセチルアセテート錯体等の金属アセチルアセテート錯体、バナジウムアセ
チルアセトナート錯体等の金属アセチルアセトナート錯体などが挙げられる。通常、シリ
コーン樹脂組成物固形分に対して１～２％程度の添加で十分な効果を発現し、用途によっ
て適宜添加量を調整する。
【００１０】
　多官能（メタ）アクリレートは２以上の官能基を有するアクリレートまたはメタクリレ
ートである。多官能アクリレートとして、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，
６－ヘキサンジオールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリエ
チレングリコールジアクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジアク
リレート、ジシクロペンタニルジアクリレート、カプロラクトン変性ジシクロペンテニル
ジアクリレート、エチレンオキシド変性リン酸ジアクリレート、アリル化シクロヘキシル
ジアクリレート、イソシアヌレートジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリ
レート、ジペンタエリスリトールトリアクリレート、プロピオン酸変性ジペンタエリスリ
トールトリアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、プロピレンオキシド
変性トリメチロールプロパントリアクリレート、トリス（アクリロキシエチル）イソシア
ヌレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、プロピオン酸変性ジペンタエリ
スリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、カプロラ
クトン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレートなどが挙げられる。
【００１１】
　多官能メタクリレートとして、エチレングリコールジメタクリレート、トリエチレング
リコールジメタクリレート、１，４－ブタンジオールジメタクリレート、ネオペンチルグ
リコールジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタクレート、１，９－ノナン
ジオールジメタクリレート、１，１０－デカンジオールジメタクリレート、グリセリンジ
メタクリレート、ジメチロールートリシクロデカンジメタクリレート、トリメチロールプ
ロパントリメタクリレートやエトキシ化トリメチロールプロパントリメタクリレートなど
が挙げられる。これらの多官能（メタ）アクリレートは単独で用いても良いし、２種以上
を併用しても良い。また、多官能（メタ）アクリレートとともに単官能アクリレートを用
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いても良い。
【００１２】
　重合開始剤は多官能（メタ）アクリレートを硬化させるために使用される。ラジカル重
合可能な重合開始剤であれば特に限定されないが、過酸化物などの熱分解タイプのラジカ
ル発生剤を用いる場合は低温で硬化可能という本発明のシリコーン樹脂組成物の特長を損
なわないため、１分間半減期温度が１４０℃以下のものを使用することが好ましい。また
、高温にする必要がないため、ベンゾフェノンやアセトフェノンなどの紫外線分解タイプ
のラジカル発生剤を開始剤として使用しても良い。市販品としては、イルガキュア１８４
、イルガキュア６５１、イルガキュア９０７（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）
や、ダロキュア１１７３（メルク社製）が挙げられる。上記重合開始剤はいずれもモノマ
ーに対して１～２０部、好ましくは３～１０部添加する。量が少なすぎると硬化不良とな
るおそれがあり、量が多すぎるとラジカル発生時の分解物が硬化樹脂の物性に影響を及ぼ
すおそれがある。
【００１３】
　紫外線の照射条件は、超高圧水銀灯、高圧水銀灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、メタ
ルハライドランプ等を用い、１００～４００ｎｍ、好ましくは２００～４００ｎｍの波長
領域で１００～１０００ｍＪ／ｃｍ2、好ましくは２００～４００ｍＪ／ｃｍ2のエネルギ
ーを有する紫外線を照射する。硬化阻害を防止するため、窒素ガス等の不活性ガス下で照
射を行っても良い。
【００１４】
　本発明のシリコーン樹脂組成物は前記４成分を必須成分とする。また、本発明のシリコ
ーン樹脂組成物は前記４成分以外に公知の添加剤を用いることができる。例えば脱水剤の
添加によって組成物の保存性を向上することができ、離型剤の添加によって密着性と再剥
離性を調整することができ、溶剤の使用によってフィルムへの塗工性を向上することがで
きる。なお、親水性の溶剤を用いると含有水分の影響により保存性が低下するおそれがあ
るため、疎水性の溶剤を用いることが好ましい。
【００１５】
　本発明のシリコーン樹脂組成物を用いて粘着フィルムを作成するには、ＰＥＴなどの基
材に硬化後の膜厚が５０～１５０μｍ程度となるように塗布し、１００～１４０℃程度、
より好ましくは１２０～１４０℃で２～３分間程度乾燥、硬化させ、離型フィルムを貼り
合わせるなどの方法が用いられる。光重合開始剤を用いる場合には、乾燥、硬化が必要な
照射強度で光を照射すれば良い。本発明のシリコーン樹脂組成物は１００℃程度から硬化
可能であるため、ＰＥＴなどの耐熱性の低い基材に対しても問題なく使用することができ
る。
【００１６】
　以下、実施例に基づいて本発明をより具体的に説明する。当然、本発明は実施例に何ら
制約されるものではない。
【実施例】
【００１７】
アルコール脱離型シリコーン樹脂の製造
　反応装置に末端にシラノール変成を導入したジメチルポリシロキサン（粘度２００００
ｍPa・ｓ／２５℃）６００重量部を添加し、水分量が１００ｐｐｍ未満となるよう減圧下
において１００℃で２時間攪拌した。反応装置に窒素を充填し、常圧とした上で末端キャ
ッピング剤としてテトラメトキシシラン４０重量部と、末端キャッピング反応触媒として
ギ酸（８８％水溶液）０．３１重量部およびジイソブチルアミン０．７８重量部を混合し
たものを添加して、８０℃雰囲気下で２時間反応させた。内容物をサンプリングし、テト
ラアルチルチタネートを添加してゲル化が起こらないことを確認し、反応完了を確認した
。その後、減圧下において１１０℃で３時間攪拌することによって触媒を分解および除去
を行い、室温に冷却後にトルエンを添加して不揮発分を６０％に調整した。さらに脱水剤
（東レ・ダウコーニング社製、商品名Ｚ－６３００）１２重量部を添加して１５分間以上
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攪拌を行うことにより系内を脱水し、樹脂組成物１を得た。
【００１８】
実施例１
　樹脂組成物１　１００重量部に対して、硬化触媒としてジオクチル錫ジアセテート（日
東化成製、商品名ネオスタンＵ－８２０）０．９重量部、多官能（メタ）アクリレートと
してネオペンチルグリコールジアクリレート（共栄社化学工業社製、商品名ライトアクリ
レートＮＰ－Ａ）１０重量部、重合開始剤としてパーキュアＯ（日本油脂社製、商品名）
０．５重量部を添加することにより、実施例１のシリコーン樹脂組成物を得た。厚み１０
０μｍ、両面易接着コーティング済みのＰＥＴフィルムを基材として、マイクロメーター
付フィルムアプリケーターを使用し、乾燥後に樹脂厚みが約３０μｍとなるように実施例
１のシリコーン樹脂組成物を塗工した。フィルムを１２０℃で３分間乾燥し、離型フィル
ムを貼り合わせることにより、実施例１の粘着フィルムを得た。
【００１９】
実施例２
　樹脂組成物１　１００重量部に対して、硬化触媒としてジオクチル錫ジアセテート（日
東化成製、商品名ネオスタンＵ－８２０）０．９重量部、多官能（メタ）アクリレートと
してネオペンチルグリコールジアクリレート（共栄社化学工業社製、商品名ライトアクリ
レートＮＰ－Ａ）５重量部、単官能アクリレートとしてブチルアクリレート（共栄社化学
工業社製、商品名ライトアクリレートＢＡ）５重量部、重合開始剤としてイルガキュア１
８４（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製、商品名）０．２５重量部、イルガキュア
９０７（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製、商品名）０．２５重量部を添加するこ
とにより、実施例２のシリコーン樹脂組成物を得た。厚み１００μｍ、両面易接着コーテ
ィング済みのＰＥＴフィルムを基材として、マイクロメーター付フィルムアプリケーター
を使用し、乾燥後に樹脂厚みが約３０μｍとなるように実施例１のシリコーン樹脂組成物
を塗工した。フィルムを１２０℃で３分間乾燥後、３００ｍＪ／ｃｍ2のエネルギーを有
する紫外線を照射した後に離型フィルムを貼り合わせることにより、実施例２の粘着フィ
ルムを得た。
【００２０】
比較例１
　樹脂組成物１　１００重量部に対して、硬化触媒としてジオクチル錫ジアセテート（日
東化成製、商品名ネオスタンＵ－８２０）０．９重量部を添加することにより、比較例１
のシリコーン樹脂組成物を得た。厚み１００μｍ、両面易接着コーティング済みのＰＥＴ
フィルムを基材として、マイクロメーター付フィルムアプリケーターを使用し、乾燥後に
樹脂厚みが約３０μｍとなるように比較例１のシリコーン樹脂組成物を塗工した。フィル
ムを１２０℃で３分間乾燥し、離型フィルムを貼り合わせることにより、比較例１の粘着
フィルムを得た。
【００２１】
試験評価方法
　各粘着フィルムについて以下の方法で試験評価を行い、結果を表１にまとめた。
ＰＥＴ密着性
　粘着フィルムから離型フィルムを剥がした際の粘着層の状態を確認した。
　○：離型フィルムへの粘着層の付着なし、　×：離型フィルムへの粘着層の付着あり
耐熱性
　粘着フィルムを被着体として木材または鋼板（詳細）に貼り合わせ、８０℃雰囲気下で
７日間放置後に粘着フィルムを剥がした際の粘着層の状態を確認した。
　○：被着体への粘着層の付着なし、　×：被着体への粘着層の付着あり
耐湿熱性
　粘着フィルムを木材および鋼板に貼り合わせ、６０℃、９０％ＲＨ雰囲気下で７日間放
置後に粘着フィルムを剥がした際の粘着層の状態を確認した。
　○：被着体への粘着層の付着なし、　×：被着体への粘着層の付着あり
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【００２２】
【表１】

【００２３】
　実施例の各粘着フィルムはＰＥＴフィルムへの密着性が良好であり、耐熱性、耐湿熱性
とも良好であった。比較例１の粘着フィルムはＰＥＴフィルムへの密着性が劣っていた。
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